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女川原子力発電所における防潮堤かさ上げ工事の開始について 

 

 

当社は、平成２３年東北地方太平洋沖地震に関わる知見や、平成２５年７月の

施行に向けた「新規制基準」に関する議論の動向を踏まえながら、津波評価の検

討を進めております。 

女川原子力発電所の津波評価について、極めて厳しい条件での評価として、発

電所前面の防潮堤に到達する津波の最大遡上水位を、Ｏ．Ｐ．※１約＋２３ｍと評

価し、より安全性を高め、地域の皆さまにご安心いただく観点から、自主的な対

策として、現在の防潮堤※２（高さ約３ｍ、Ｏ．Ｐ．約＋１７ｍ）をかさ上げし、

防潮堤高さを約１５ｍ（Ｏ．Ｐ．約＋２９ｍ）にする工事を実施することといた

しました。 

（平成２５年５月１４日お知らせ済み） 

 

今般、工事開始に向けた準備が整ったことから、本日、防潮堤かさ上げ工事を

開始いたしました。 

なお、防潮堤かさ上げ工事の完了時期は、平成２８年３月を予定しております。 

 

当社では、今後も引き続き新たな知見の収集に努めるとともに、適切な対策を

実施することによって、発電所のさらなる安全性の向上に取り組んでまいります。 

 

防潮堤かさ上げ工事の概要については、別紙のとおりです。 

 

以 上 

 

※１ Ｏ．Ｐ．とは、女川の工事用基準面のことで、Ｏ．Ｐ．±０．０ｍは東京湾平均海

面（Ｔ．Ｐ．）－０．７４ｍに相当。 

※２   平成２３年１２月１日工事開始、平成２４年４月２６日工事完了。 

 

（別紙） 

女川原子力発電所における防潮堤かさ上げ工事の計画について 

お 知 ら せ 

 


